
 
  Ⅲ 調査結果 
 

不当な扱いを受けた際の行動としては、高校生は友人を頼りに、大学生等になるとインター

ネットでの検索や上司への相談などを行うようになる 

高校生から大学生等になるにつれ理解度レベルの高いものの割合が上がるが、大学生等

になると労働条件が募集時と違う、就業規則がいつでも確認できるようになっていない等

を経験した割合が高くなっている。また、問題への対処行動として高校生は「友人に相談

した」割合が 3 割（32.0％）となっているが、大学生等ではその割合は下がり、「上司に相

談した（8.3％）」「インターネットで調べた（6.5％）」などの行動が見られるようになって

いる。
 表頭： 問８－１　アルバイト先で経験した問題への

 対処行動（複数回答）【ベース：問題経験者
】

 表側：所属

 高校生  n=25

 大学生等  n=108

0 10 20 30 40 50 60
(%)

 何もしなかった

 転職した・辞めた

 友人に相談した

 親に相談した

 職場の先輩社員・同僚に相談
した

 上司に相談した

 インターネットで調べた

 家族（親以外）・親類に相談
した

 自分で会社に掛け合った

 労働基準監督署に相談・申告
した

 弁護士に相談した

 本や雑誌で調べた

 労働組合に相談した

 都道府県労働局・地方自治体
 の相談窓口を利用した

 学校の先生に相談した

 その他

無回答
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 表頭： 問８　アルバイト先での経験（複数回答）【
 ベース：アルバイト経験者】

 表側：所属

 高校生  n=87

 大学生等  n=210

0 50 60 7010 20 30 40
(%)

 実際の労働条件が募集や面接
 等で提示された条件と違う

 労働条件を書面で提示された
ことがない

 就業規則がいつでも確認でき
るようになっていない

 １日に６時間を超えて働いて
 も休憩時間がもらえない

 上司・同僚によるいやがらせ
 を受けた

 賃金が毎月決まった日に支払
われない

 残業代が支払われなかった

 残業代が割増賃金ではなかっ
た

 ミスをしたら賃金から天引き
 で賠償させられた

 残業時間を過少申告させられ
た

 違約金や損害賠償額を定めた
 労働契約を結んだ

 その他

 賃金が一方的に引き下げられ
た

 セクシュアルハラスメントを
 受けた

 年次有給休暇の取得を申請し
 たが認められなかった

 更新されると思った有期労働
 契約が更新されなかった

 妊娠したことを理由に、退職
 を迫られた

 労働災害を隠された

 上記のような不当な扱いは経
 験していない

無回答
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